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高齢者の認知機能を維持するためには，「話す」ことで脳を活性化させることが知られ

ている．「回想法」は高齢者が昔を想起して語り，聞き手がそれを傾聴することで高齢

者自身の人生に対する満足度が向上し，認知機能の維持や QOL の改善につながると言わ

れている心理療法の一つである．本研究では，協調フィルタリング技術を用いた高齢者

の馴染みのある音楽の推測に加え，Web からの情報収集を用いて回想法を模した対話シ

ナリオの生成を行う．また，生成した対話シナリオに基づいた質問と相槌による傾聴を

行うことで，話し手の話す内容に依らずに動作する傾聴対話システムを目指し，その検

討とシステム構築を行った．	
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